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背景

• OSSは企業におけるソフトウェア開発において利用
されてきている

• OSSは継続的に発展・保守されている必要がある

•新人開発者の獲得が重要な要因の一つ

• しかし，新人開発者のプロジェクト参加を妨げる参
入障壁が存在
• コミュニケーション障害



本分析の目的とアプローチ

•目的
• コミュニケーション障害による新人開発者の離脱を改善
するための適切なコミュニケーション方法を明らかにす
る

• アプローチ
• コア開発者が新人開発者とどのようなコミュニケーショ
ンを行っているかを分析し，離脱した者としなかった者
の比較を行う



コア開発者の定義

•総メール件数の50%を占める開発者たち
• 4111人中20名（全体の約1%）

• メールアドレスの統合
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コア開発者のPoliteness値



やったこと

•平均活動時間の出した
• 約308日
• メールアドレス毎に計算（開発者個人ではできていな
い）

•平均活動期間に満たない開発者の最初の送った
メールと受け取ったメールのPoliteness値を出した
• 検定はまだできていません


